
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202５年６月 Vo.１ 

  

まる在校等時間の削減に関する目標   ⇒ 目標未達成 

【目 標 １】 正規の勤務時間外の在校等時間が１か月４５時間を超える教職員数０人 

【目 標 ２】 正規の勤務時間外の在校等時間が１年間３６０時間を超える教職員数０人 

【当面の目標】 正規の勤務時間外の在校等時間が１か月８０時間を超える教職員数０人 

 

☆令和６年度 プログラム目標達成状況☆ 

【目標１】正規の勤務時間外の在校等時間が１か月４５時間を超える教職員数０人 
【目標２】正規の勤務時間外の在校等時間が１年間３６０時間を超える教職員数０人 
【当面の目標】正規の勤務時間外の在校等時間が１か月８０時間を超える教職員数０人 

令和６年度は、勤務時間外の在校等時間が１か月４５時間を超える教職員が 1,907 人で、全体の 45.4％でし

た。目標には達していませんが、昨年度より減少しています。 

また、１か月８０時間を超えた人数は微増しましたが、何度も超えた教職員は減少してきています。長時間勤務

に対する意識の変化があっているようです。少しずつでも勤務時間外の在校等時間が減少し、教職員のみなさんが、

自分や家族のために使える時間が増えるように、働き方改革を進めていきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【目 標 ３】教職員１人あたりの年休の年間平均取得日数１６日以上 

［発行］  熊本市教育委員会事務局 教育総務部 教育改革推進課  
TEL：（０９６）３２８－２７０８ 

熊本市教育委員会 働き方改革 

実施：５月２０日（火）  

内容：①令和６年度プログラム実施報告 

  ②本年度の各課の具体的取組について 

  ③今年度の取組について 

  ④第３期プログラムに向けて 

◆第１回「学校改革！教職員の時間創造プロジェクト」会議◆ 

上記日程・内容で、令和６年度第１回「学校改

革！教職員の時間創造プロジェクト」会議を実施

しました。 

本会議は、プロジェクトメンバーである教育委

員会事務局と学校・幼稚園の代表が、「学校改革！

教職員の時間創造プログラム」に基づいて行われ

ている働き方改革に関して、現状や今後の取組に

ついて議論する場です。 

 

 第１回会議では、令和６年度のプログラムの振

り返りと、勤務実態アンケート、第３期プログラ

ムの策定に向けての話し合いをしました。 

働き方改革が進められていますが、まだまだ解

決すべき問題があるため、今後も取組を進めてい

きます。 

  

第２回は、７月２日（水）に行い、第３期プロ

グラムの骨子の検討を行っていきます。 

〇 年休の取得に関する目標   ⇒ 目標達成！（２年連続） 

【目 標 ３】 教職員１人あたりの年休の年間平均取得日数１６日以上 

  

令和６年の一人あたりの年休の

年間平均取得日数は１８．０日で

した。令和５年に続き、２年連続で

目標達成しました。 

学校の先生は、「なかなか休めな

い」というイメージがありますが、

勤務実態アンケートで、「年休がと

りやすい雰囲気になった」という

意見もありました。 

年休を取ることで、心も体もリ

フレッシュし、元気な姿で子ども

たちに接することができるといい

ですね。 

 

『学校改革！教職員の時間創造プログラム』の詳細はホームページに掲載しております。ぜひご覧ください。 

 ☞ 熊本市ホームページ≪教職員の働き方改革について≫ 

https://www.city.kumamoto.jp/hpkiji/pub/detail.aspx?c_id=5&id=47820

